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　第 82 巻 3 号では，「提言」として，学校心臓検診から小
児生活習慣病検診において学校保健，小児保健の発展に寄
与された佐賀の田﨑考先生から「私と小児保健―過去と未
来」として貴重な経験からの考えを学ぶことができます。
また，遠藤智子先生より「相談員こそ，ネットの海へ飛び
込もう」と女性とともに歩く支援者としての「視点」を気
づかせてもらえます。また，第69回日本小児保健協会学術
集会の教育講演 5の澤田敬先生から「あまえ子育て　＝心
の響き合い子育て＝」，教育講演8の野口篤子先生から「小
児四肢疼痛発作症の臨床的特徴」の講演録をいただきまし
た。
　投稿論文では，子どもの多様な生活場面での問題をテー
マとし，それぞれの問題解決のための研究手法で計 4編が

投稿されて掲載することができました。私も今期より編集
委員に参加し査読審査にも関わらせていただいております
が，小児保健に関わる多職種からの投稿がなされ，多数の
査読をしてくださる査読者の先生方によって支えられてい
るのを改めて実感しました。
　コロナウイルス感染症も本号が発行される頃には 5類へ
移行し，直接的に生命への影響がある流行は収束に近づい
ていると思われます。私たち小児保健関係者が行ってきた
ことは長期的に子たちの成長発達にどのような影響を及ぼ
したのか，今後の新興感染症に備えて知見を蓄積するのも
大きな私たちの役目と考えます。皆様からの投稿をお待ち
しております。
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